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研究成果概要 
本研究の目的は、テレスコープアレイ実験大気蛍光望遠鏡校正用の移動光源の開発であ

る。本光源はラジコンヘリコプターに搭載され、空間移動が可能なため、望遠鏡のアラ

イメント測定や、単一光源による複数望遠鏡の感度の校正を可能にする。また、持ち運

びが可能なことから、Auger 実験など実験間でのクロスキャリブレーションも想定して

いる。 
本年度は、昨年度に引き続き光源の開発進めている。また、光源を搭載するラジコンヘ

リコプターの製作を行い、試験飛行などを行った。さらに、先行して開発が進んでいる

Auger 実験により製作された同様の移動光源を用いて、テレスコープアレイ実験サイト

で試験観測を行った。本光源を想定したシミュレーションプログラムを開発し、解析を

行なっている。下図は、Auger 実験開発の光源を TA サイトで観測した観測例である。 
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